
平成26年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年分記入してください。）

上記推移の理由等

3．前年度モニタリングの結果を受けての取組み状況

4.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等
1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

施設名 岸和田市立浪切ホール

所在地 岸和田市港緑町１番１号

指定管理者名 ＪＴＢ・南海グループ

公募/非公募の別 公募

指定管理期間 平成23年４月１日から平成28年３月31日まで

指定管理料 241,564,000円

施設所管課名 企画調整部文化国際課

管理業務の実施状況
基本協定書に基づき、施設管理を適切に実施した。設備の点検を行うとともに、利用者に大きな負担をかけない範囲
で、空調の温度・照明等、環境に配慮した維持管理に努めた。

運営業務の実施状況
自主事業は56事業実施。自主事業のうち、祭りの広場でのイベント等除き、42,358人の入場があった。ジャンル
は、古典芸能、演劇・舞踊、POPS系、クラシック音楽等。他、マドカホール・自泉会館と合同で、市民が出演する
影絵劇の制作を行った。

施設の利用状況
（H24）：537,082人　→（H25）：532,034人　→（H26）：513,236人

利用料金　（H24）：118,806,369円　→（H25）：120,276,968円　→（H26）：113,930,296円

小ホール、交流ホールの利用は伸びたが、大ホール、祭りの広場の利用件数・利用者が減少したもの。

前年度のモニタリ
ング結果を受け
て、どのような取
組みが実施された
か

26年度は、指定管理期間の４年目にあたり、文化事業の取組みに努力が見られた。観客動員に安定感のある事業や、
一方で若い世代をターゲットにした新しい事業に取り組んだ。昨年度から地域ケーブルテレビで積極的にPRに努めて
いる。

総合評価

A

A 協定に沿った管理運営を行った。

A 適切に提供している。

A 適切に執行している。

周辺エリアを代表する文化芸術を発信する施設である。文化事業の取組みについては、昨年度に比べ大きく努力が見られた。
より一層の進展を期待したい。

文化施設（自泉会館・浪切ホール） 
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